
コミュニティすえなりでは、このまちを「笑顔いっ

ぱい活気あふれる美しいまち」にするため、多くの人

が汗をかいています。2 月 18 日発行の広報 139 号

に「まちづくり」はこのまち（地域）に住んでいる人

が幸せに暮らせるようにするためと記しました。人は

幸せであれば、自然に笑顔になります。このまちを笑

顔でいっぱいにするためには、皆が汗をかかねばなり

ません。少数の人だけが汗をかくよりも、より多くの

人が分担して汗をかくほうがはるかに効率のよいこ

とはお分かりですね。コミュニティすえなりは、5月

26 日（日）13 時 30 分から第 29 回定期総会を開

き、皆が幸せに暮らせるようにするための取組につい

て協議し、合意形成を図ります。このまちの将来像を

実現するために、皆で汗をかきましょう。ご協力をよ

ろしくお願いします。（会長 加藤 富三） 
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令和 6年 2月 18日（日）9時から末成小学校の運動場でドッジボール大会を開催

しました。児童 94人、スタッフ 25人のトータル 119人が参加しました。 

初めにコミュニティすえなりの加藤会長より挨拶が

あり、全員でドッジボールのルールを共有した後、6年

生の 2 人に選手宣誓をしてもらいました。続いて宝塚

スポーツ推進委員の中戸さんのリードで準備体操とし

てアトム体操を全員でしっかり行いました。 

試合は 1•2年生、3•4年生、5•6年生の

3 つのブロックに分かれた総当たり戦で行いました。試合数は 1・2 年生のブ

ロックが 10試合、3・4年生のブロックが 21試合、5・6年生のブロックが

10試合で計 41試合となりました。参加した子

どもたちは自分達でチーム名も考えて仲間と共

にとても盛り上がった試合を見せてくれまし

た。保護者の方々はボール拾いをして下さった

り、子どもたちが最後の片付けをお手伝いした

りしてくれました。 

申込人数が予想以上に多くて、チームを組んだり参加賞を購入したりと、事

前の準備が本当に大変でしたが、子どもたちが楽しんでいる姿を見ることがで

き、無事に終えることができて良かったと思います。〈青少年部 岩谷、垣内〉 

 

令和 6 年３月 16 日(土)午前 8 時に末成小学校に末成小学校地域まちづくり

協議会から 15 名、光明地域まちづくり協議会から 15 名の地域の皆さんが参

集。途中から光明地域まちづくり協議会の子どもたち 9名も初参加。 

御所川の清掃範囲は、北は亀井町にある小林浄水場の北西角交差点から、南は

御所川が市道中野線と交差する地点までの約１ｋｍ（右図を参照）。 

末成小学校の北西角の交差点を起点に北と南の

2 班に分かれ、それぞれが川の中に落ちている空

き缶、ペットボトル、ごみ袋、乾電池などを万能熊

手やたも網を使って拾い集めました。（環境部） 

御所川をきれいに！ 子どもたちも参加 



自治会、民生・児童委員の皆さん、まちづくり協議会は、この地域に住んでいる人が幸せに暮らせるように

あらゆる活動に取り組んでいます。例えば、イベント、体操教室、懇親会、介護予防活動、地域の支え合いに

ついての話し合い・情報共有、当事者の居場所づくり、子どもの居場所づくり、子どもの学習支援など。これ

らの地域福祉活動には、宝塚市社会福祉協議会（社協）の「福祉コミュニティ支援事業」の助成金が使われて

います。この助成金の金額は、末成小学校範域の個人・団体・会社・事業所などの方が前年度の 12月末まで

に会員として納めた社協会費の実績をもとに算定されます。最近 5年間の社協会費と助成金額は表に示す通り

ですが、年々減少しています。地域の福祉活動の充

実を図るためには社協からの助成金が頼りです。社

協の会員募集は毎年 7月～9月に行われます。個人

賛助会員の年会費は一口 500 円です。ご協力を宜

しくお願いします。 

 
くらしの中の人権問題  

2月 28日（水）10時から末成小学校区人権啓発推

進委員会の学習会を開催。テーマは「くらしの中の人権

問題」で、子どもの携帯を勝手に見る親、家庭での男女

の役割分担は差別につながらないか、DV被害者の人権

侵害、家庭内で孤立する老人とコミュニケーションの

大切さなどの DVD を鑑賞。その後意見交換を行いま

した。参加者 12名の感想の主なものを紹介します。 



『能登震災現地を訪ねて』 その 1 薬剤師 奥田 徳子 

3月下旬に能登の医療支援に伺って来ましたので、今回は被災地につ

いてのおはなし。 

今回お伺いしたのは七尾市と志賀町。依頼され

たお役目は、地区の全避難所巡回と、避難所に登

録せず個人宅で過ごしておられる被災者のうち

行政や医療機関が把握しきれていない方々の情

報収集、そしてそれらの方々に対する心的ケアでした。避難所では基本確認として上下

水道の状況や飲食物・ゴミの管理など公衆衛生面も検証します。個人宅で過ごしておられる方々の個人情報と

問題点を集約するにはまず心を開いて安心してお話して戴く必要があり、ゆっくりと時間をかけます。 

例えば、ある 70 代女性。船乗りの夫を 1 年前に亡くし、敷地内に家を建てて

いる息子は金沢で就労しているため週末しか帰りません。嫁いだ娘は自分の家族と

埼玉県でマンション暮らしです。彼女は発災直後、夫の納骨のために帰省していた

娘一家と共にいったん埼玉に避難しましたが、２ヶ月を経て自宅に戻り片付けを始

めたところでした。避難所には登録していません。広大な母屋と蔵は半壊で荷物が

沢山あります。修理すれば直るのですが、年金暮らしの彼女にはローンを組む事が

出来ません。息子は「荷物は全部捨ててうちに住めば良い、寝泊まりする場所はあ

る」と言い、娘も「マンションの６畳間を空けるから一緒に住もう」と言います。

「気持ちは本当にありがたい。でも母屋と蔵には貴方達が子どもの頃の写真やずっと習っていたエレクトーン

や大学の卒業証書やお父さんの遺品や祭りの時に漁師仲間に振る舞うための食器や・・・色々あるの。そんな

簡単に全部捨てるなんて出来ない。母屋を潰すかどうかはちょっと考えさせて」夫の遺骨は正月が明けたら菩

提寺に納骨する筈だった。でも墓石は倒れ寺も崩壊して参道に散乱していて今は重機も入れない。仏壇も仏具

も部屋に散乱して上から襖や障子や内壁が覆い被さって、何がなんだか分からない。「今はまだ、涙も出ない」

と彼女は強張った表情で訥々と話してくれました。そのうち彼女に表情が戻り、声を振るわせて涙ぐみ、涙が

止まらなくなって、最後には笑顔を見せてくれました。彼女は近所のクリニックで 40年勤め上げた准看護師

で退職後はそこで食事介助等を行なっているそうで、その状況でも入院患者のケアを気にしていました。 

現地の医療者・行政者・ボランティアコーディネーターなどの苦悩や迷いや苛立ちも沢山伺いました。皆そ

れぞれの立場で懸命に動いており「まだ涙も出ない」状況でした。 

健康てらこや 


